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細
木
病
院
で
は
、
今
年
6
月
か
ら
『
ま
っ
こ
と
出

前
講
座
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
病
院
の
専
門
職

が
地
域
に
出
向
き
ま
す
」
と
題
し
て
、地
域
向
け
に
、

医
師
や
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
、
介

護
支
援
専
門
員
、
臨
床
心
理
士
等
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
と
す
る
専
門
的
な
内
容
の
講
座
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

7
月
24
日
、
新
屋
敷
サ
ロ
ン
か
ら
依
頼
を
受
け
、

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
の
米
本
臨
床
心
理
士
の
「
ス
ト

レ
ス
に
強
く
な
る
方
法
」の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
で
町
内
会
長
の
藤
村
さ
ん
か
ら
「
私
ら
、
本
当

に
い
つ
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。お
世
話
に
な
り
ま
す
」

と
、
目
を
細
め
て
ご
挨
拶
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
域

か
ら
14
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
が
、
30
分
の
講
座
の
終
盤
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
お
話
で
、聞
き
終
わ
っ
た
頃
に
は
、自
然
と
す
っ

き
り
し
た
気
分
に
な
り
、
他
の
多
く
の
方
に
も
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
講
座
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
院
の
「
地
域
か
ら
も
”こ
の
病
院
で
よ
か
っ

た
“
と
心
か
ら
思
っ
て
も
ら
え
る
病
院
を
目
指
す
」

と
い
う
理
念
に
沿
っ
た
地
域
活
動
を
今
後
も
展
開
し

て
い
き
ま
す
。『
ま
っ
こ
と
出
前
講
座
』
は
、
23
項

目
の
中
か
ら
講
座
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
1
か
月
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
希
望
の
日

時
、場
所
に
出
向
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

細木病院グループは、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。

細木
病院

『まっこと出前講座』ぜひご活用ください！
～病院の専門職員が地域に出向きます～

8月24日に開催した、まっこと出前講座「お口の話」

【まっこと出前講座一覧】

　お申し込みは『まっことネット細木』まで　☎090-7788-1305
お申し込み受け付け時間は、月～金（祝日休み）、午前9時～午後4時

番号 講座名 担当者

1 今日から出来る転倒予防体操 理学療法士

2 体力測定と個別指導（個別） 理学療法士

3 認知症予防と運動療法 指導を受けた理学療法士

4 知っててよかった認知症の話 高齢者支援センター城西出張所専門相談員

5 認知症サポーター養成講座 キャラバンメイト
（高齢者支援センター城西出張所専門相談員）

6 はじめての介護保険 介護支援専門員

7 高齢者支援センターの役割の話 高齢者支援センター城西出張所専門相談員

8 お口の話 歯科衛生士
（高齢者支援センター城西出張所：西本）

9 日用品で応急手当て 防災士・看護師（廣井）

10 看護師による血圧測定（個別） 訪問看護師

11 骨盤底筋体操で失禁予防 老人デイケアゆうゆう看護師（堀）

12 糖尿病ミニミニ講座 糖尿病看護認定看護師（片岡）

13 フットケアについて フットケア指導士・看護師（香川）

14 骨粗鬆症について 骨粗鬆症マネージャー看護師
（山本または上村）

15 病児保育について 看護師（溝渕）

16 感染予防：手洗い編 感染管理認定看護師（土居）

17 感染予防：インフルエンザ対策編 感染管理認定看護師（土居）

18 看護師への道（小学校高学年～） 認定看護管理者（廣田）

19 気を付けたい薬の飲み方 副院長（西岡）

20 痔の話 副院長（上地）

21 飲み薬の胃腸に対する影響 副院長（上田）

22 ストレスに強くなる方法 臨床心理士

23 発達障害を理解する 臨床心理士



2

じんせい平成30年9月号

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

時
に
は
、
相
当
数
の
傷
病
者

の
発
生
が
見
込
ま
れ
、
救
護

病
院
の
指
定
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
一
般
有
床
病
院
や
診

療
所
等
に
多
く
の
傷
病
者
の

来
院
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
可
能
な
限
り
医
療

救
護
の
体
制
を
と
る
必
要
が

あ
り
、
当
院
は
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
8
月
4
日
に
、『
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
具
体

的
な
応
急
対
策
に
関
す
る
計

画
』
に
基
づ
く
、
大
規
模
地

震
時
の
医
療
活
動
に
関
す
る

総
合
的
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
訓
練
に

い
た
る
ま
で
に
、

Ｄ
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局

（
災
害
派
遣
精
神

科
医
療
チ
ー
ム
）、

高
知
県
庁
、
高
知

市
保
健
所
等
と
訓

練
に
向
け
た
話
し

合
い
を
何
度
も
行

い
、
今
回
の
目
的

を
当
院
に
お
け
る

『
災
害
本
部
立
ち
上
げ
』
と

『
災
害
時
の
初
動
』
を
中
心

と
し
た
訓
練
に
決
め
ま
し

た
。

　

訓
練
と
は
い
え
、

予
想
外
の
事
象
が

次
々
と
発
生
し
、
平

時
と
違
い
、
災
害
時

に
は
職
員
自
ら
が
即

時
に
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
発
生
し
ま
す
。

刻
々
と
変
化
す
る
状

況
に
即
し
た
迅
速
な

意
思
決
定
が
必
要
と

な
り
、
訓
練
に
参

加
し
た
職
員
た
ち
は
、
通
常

の
意
思
決
定
に
よ
る
プ
ロ
セ

ス
を
踏
ま
え
ず
に
物
事
を
決

定
で
き
る
よ
う
に
明
確
化
し

て
お
く
必
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
も
繰
り
返

し
訓
練
を
行
う
必
要
性
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

い
ず
れ
発
生
す
る
と
い
わ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
向
け

て
、
難
度
の
高
い
訓
練
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
段
階
を
踏

ん
で
、
防
災
対
策
に
取
り
組

む
必
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。（

総
務
課
長　

中
嶋
光
宏
）

般、日本老年病学
会から、高齢者は

75歳からとの提言が出
された。随分昔から、私
たち医師の間では、今の
高齢と言われる日本人
は、私の祖父などの時代
とは比べ物にならない

ほど、若返って生き生きとしていると話をし
ていた。しかし、高齢になると、次第に骨が
もろく、硬くなって、骨折しやすくなる骨粗
鬆症になる。だから、どうしても骨を丈夫に
することが重要になる。
　鰯（イワシ）の稚魚は、高知では縮緬雑魚
（ちりめんじゃこ）として有名で、たくさん
食べられている。発育盛りの幼児やご高齢の
皆さんには、カルシウム（Ca）豊富で最適
の補給源だ。日常、私たちが食べる物の中で
はCaが最も多いだろう。大阪などでは、シ
ラス干しと言って、一般によく食べられてい
る。日本全体では、このシラス干しは、年
間約5万トン以上も水揚げされていて、全長

1cmにも満たない小さなものから、3cmほ
どのものまで千差万別だが、どれも美味しい。
この縮緬雑魚が、成魚になってから捕獲され
れば、日本人のタンパク源としては十分な量
になるだろうと、もったいなく感じていた。
ところが、文献によると、イワシの稚魚はす
ごく小さな時は、大きなミジンコの餌であり、
大多数は上位の魚の食料となり命を絶つ。だ
から、こんな小さい時に捕獲しても数は減ら
ないから大丈夫だと、どこかの新聞で読んだ
ことがある。
　また高知では、マアナゴの稚魚を「のれそ
れ」と称して、生で食べる。これが新鮮な時
はとても美味しい。すぐに鮮度が落ちて、美
味しくなくなるのが、玉にきずだが…。アナ
ゴの稚魚は、レプトセファルスと言って、全
長13cmほどになると変形して、半透明な綺
麗な体になる。昔は、一体、何の幼魚だろう
といつもいぶかしい感じがしていた。ニンニ
クの葉をおろして味噌和えにしたもので食べ
ると絶品である。一献傾けるには最高だろう
な。

美
味
し
い
稚
魚
は
カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富

美
味
し
い
稚
魚
は
カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富

時 事
エッセー 先

内
閣
府
主
催
の
大
規
模
地
震
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　医
療
活
動
訓
練
に
参
加

細　　木
ユニティ
病　　院
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「
心
房
細
動
」
は
不
整
脈

の
一
種
で
す
。
加
齢
と
と
も

に
増
加
し
、
日
本
人
の
70
歳

以
上
の
2
～
3
％
に
認
め
ら

れ
、
高
齢
者
に
一
般
的
に
み

ら
れ
る
疾
患
で
す
。

　

正
常
な
脈
の
場
合
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
の
役
割
を
す
る

洞
結
節
が
1
分
間
に
50
～

1
0
0
回
の
電
気
的
な
興

奮
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
し
、

こ
の
電
気
刺
激
が
心
房
か
ら

心
室
へ
と
伝
導
し
て
、
心
房

と
心
室
が
規
則
正
し
く
収
縮

と
拡
張
を
繰
り
返
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
心
房
細
動
の

と
き
は
、
心
房
の
あ
ち
こ

ち
で
1
分
間
に
3
5
0
～

6
0
0
回
と
い
う
異
常
に

高
頻
度
な
興
奮
が
不
規
則
に

発
生
し
、
心
房
は
小
刻
み
に

震
え
る
だ
け
の
け

い
れ
ん
し
た
よ
う

な
状
態
と
な
り
、

ポ
ン
プ
と
し
て
十

分
働
か
な
い
状
態

に
な
り
ま
す
。
こ

の
心
房
の
興
奮
の
一
部
が
心

室
へ
伝
わ
り
、
心
室
も
心
房

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
頻
度
で
不
規
則
な
収
縮
と

な
り
ま
す
。
心
房
細
動
の
患

者
さ
ん
は
、
脈
拍
数
が
比
較

的
多
く
、
脈
の
打
ち
方
が
乱

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

自
覚
症
状
は
、
頻
脈
に
伴

う
動
悸
や
心
不
全
症
状
と
し

て
の
息
切
れ
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
高
齢
者
で
は
症
状
が

な
い
場
合
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

診
断
は
心
電
図
で
行
い
ま

す
。
診
断
さ
れ
る
機
会
と
し

て
は
、
動
悸
が
出
現
し
て
医

療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
が

一
般
的
で
す
が
、
自
覚
症
状

の
な
い
場
合
で
は
、
健
康
診

断
で
の
指
摘
や
、
内
科
以
外

の
診
療
科
で
の
心
電
図
で
た

ま
た
ま
見
つ
か
っ
た
り
（
例

え
ば
手
術
前
の
検
診
な
ど
）、

定
期
受
診
時
に
主
治
医
が
脈

の
乱
れ
に
気
が
付
い
て
診
断

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

心
房
が
ポ
ン
プ
と
し
て
十

分
働
か
な
い
状
態
に
な
る
た

め
、
心
房
内
に
血
液
が
う
っ

滞
し
て
血
栓
（
血
の
塊
）
が

で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

の
血
栓
が
血
液
の
流
れ
に

乗
っ
て
脳
動
脈
に
到
達
し
、

閉
塞
を
起
こ
す
と
脳
梗
塞
に

な
り
ま
す
。
心
房
細
動
に
よ

る
脳
梗
塞
は
、
脳
梗
塞
全
体

の
20
％
以
上
を
占
め
る
と
さ

れ
て
お
り
、
比
較
的
頻
度
が

高
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
心

房
細
動
の
患
者
さ
ん
が
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
75

歳
以
上
、
脳
梗
塞
の
既
往
と

い
っ
た
要
素
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
れ
ば
、
脳
梗
塞
発
症
の

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

治
療
は
、
ま
ず
脳
梗
塞
の

予
防
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

血
栓
を
予
防
す
る
た
め
に
抗

凝
固
薬
の
内
服
を
開
始
し
ま

す
が
、
い
く
つ
か
の
薬
剤
が

あ
り
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
い

う
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る

薬
や
、
直
接
経
口
抗
凝
固
薬

と
呼
ば
れ
る
比
較
的
新
し
い

薬
を
、
患
者
さ
ん
の
心
臓
の

疾
患
や
腎
臓
の
機
能
な
ど
に

応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。
心

房
細
動
そ
の
も
の
に
対
す
る

治
療
と
し
て
は
、
心
房
細
動

の
出
現
を
抑
え
る
抗
不
整
脈

薬
に
よ
る
薬
物
治
療
の
ほ

か
、
近
年
で
は
心
臓
内
に
カ

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
原
因

部
位
を
焼
灼
す
る
手
術
（
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
が
専
門
施
設
で
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ

て
の
患
者
さ
ん
で
こ
れ
ら
の

治
療
が
必
要
な
わ
け
で
は
な

く
、
脳
梗
塞
の
予
防
を
し
な

が
ら
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い

く
こ
と
も
で
き
る
不
整
脈
で

す
。

　

当
院
で
も
心
房
細
動
の
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
☎
0
8
8・8
2
2
・

7
2
1
1

　

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
は
、

公
益
社
団
法
人
高
知
県
看
護

協
会
の
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事

業
「
看
護
の
心
普
及
事
業
」

の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
職
を
目

指
し
て
い
る
高
校
生
や
社
会

人
が
4
5
0
名
前
後
参
加

す
る
事
業
で
、
県
内
の
各
医

療
機
関
が
分
担
し
て
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
細
木
病
院
グ

ル
ー
プ
で
も
、
毎
年
ふ
れ
あ

い
看
護
体
験
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
今
年
は
、
8
月
7
日

に
細
木
病
院
で
10
名
、
8
日

と
15
日
に
三
愛
病
院
で
7

名
、
9
日
に
細
木
ユ
ニ
テ
ィ

病
院
で
8
名
の
高
校
生
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で

は
、
院
内
見
学
の
後
、
車
椅

子
体
験
、
手
浴
体
験
、
血
圧

測
定
・
聴
診
器
の
使
い
方
な

ど
の
体
験
を
し
、
看
護
師
と

一
緒
に
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持

ち
ま
し
た
。
体
験
後
の
感
想

に
は
「
看
護
師
の
仕
事
は
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
向
き

合
っ
て
す
ご
い
」「
患
者
さ

ん
か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
わ

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」な
ど
、

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
患
者

さ
ん
に
対
す
る
思
い
や
り
や

看
護
へ
の
理
解
と
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
と

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院

 

Ｕ
Ｎ
Ｇ
病
棟
看
護
長

　

永
野
吉
昭
）

◆ 

高
齢
者
で
は

　 自
覚
症
状
が
な
い
!?

◆ 

脳
梗
塞
の
合
併
に

　 最
大
注
意
！

心
房
細
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を
受
け
入
れ

仁生会

細木病院
循環器内科部長
山中　伸悟

（日本脳卒中協会のホームページより）
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ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細
木

に
飾
っ
て
い
る
折
り
紙
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
見
た
百
歳

体
操
の
参
加
者
の
方
か
ら
、

「
孫
の
夏
休
み
の
宿
題
に
し

た
い
の
で
、
ぜ
ひ
教
え
て
ほ

し
い
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
折

り
紙
は
、
上
町
に
お
住
ま
い

の
90
歳
の
M
さ
ん
が
創
作

し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
見
た

人
は
み
ん
な
が
「
か
わ
い
い

～
」
と
手
に
取
っ
て
眺
め
る

ほ
ど
の
作
品
で
し
た
。
M

さ
ん
は
、
依
頼
を
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
り
、
8
月
3

日
、
小
学
1
年
生
2
名
と
家

族
、
職
員
が
集
い
、
M
さ

ん
か
ら
丁
寧
に
折
り
方
を
教

わ
り
ま
し
た
。
M
さ
ん
と

は
84
の
歳
の
差
が
あ
る
小
学

1
年
生
が
、
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
折
り
紙
を
折
っ

て
い
く
こ
の
時
間
の
流
れ
を

誰
が
想
像
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

今
、
地
域
共
生
社
会
を
い

か
に
し
て
作
り
あ
げ
て
い
く

の
か
議
論
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
世
代
を
超
え
た
丸
ご
と

の
交
流
が
で
き
る
場
所
が
、

地
域
に
は
必
要
な
の
で
す
。

折
り
紙
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
、
人
と
人
を
つ
な
げ
て
く

　

当
院
在
宅
部
で
は
、
所
属

の
15
事
業
所
の
全
職
員
を
対

象
に
、
事
業
所
間
の
連
携
を

強
化
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
在

宅
部
合
同
研
修
会
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、「
倫
理
」「
看

取
り
」「
身
体
抑
制
や
高
齢

者
虐
待
」
な
ど
の
よ
う
に
毎

年
継
続
し
て
い
る
内
容
も
あ

れ
ば
、「
制
度
改
正
」「
防
災
」

「
接
遇
」
な
ど
社
会
動
向
や

ニ
ー
ズ
な
ど
に
合
わ
せ
毎
年

違
っ
て
い
る
内
容
も
あ
り
ま

す
。
テ
ー
マ
を
多
種
多
様
に

設
定
し
、
講
義
だ
け
で
な

く
、
実
技
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
ど
の
職
員
で
も
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　

7
月
19
日
、
同
じ
仁
生
会

グ
ル
ー
プ
の
介
護
老
人
保
健

施
設
あ
う
ん
高
知
の
小
松
雅

理
副
施
設
長
を
講
師
に
招
い

て
「
看
取
り
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
あ

う
ん
高
知
が
ど
の
よ
う
な
形

で
看
取
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
事
例
等
を
用
い
て
講

義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
同
じ
法

人
で
も
細
木
病
院

以
外
の
他
の
事
業

所
の
取
り
組
み
は

知
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
今
後

の
活
動
に
生
か
せ

る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
」
と
の

意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
、

私
が
教
育
担
当
の

役
割
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
が
、
今
後

も
職
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
、
質
の
高

い
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
意
義
の
あ
る
研
修
会
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

（
在
宅
部
教
育
主
任
／

 

在
宅
看
護
専
門
看
護
師

　

井
上
加
奈
子
）

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
交
流
が
広
が
り
、
助

け
合
い
の
で
き
る
街
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信
まっことネット細木 まっことネット細木 ≪10月の予定≫

高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♥参加費は無料です♥お気軽にご来所ください♥
♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♣まっこと講座『認知症について』
　10日（水）24日（水）午後3時～午後3時30分
♣糖尿病教室
　10月はお休みです。
♣防災教室『高知版 防災ＫＹＴ』
　26日（金）午後3時～午後3時30分
◆子育て広場「つみき」
　2日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

♥その他行事あります♥詳しくはホームページでご確認を♥

折
り
紙
で
広
が
る
交
流

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。

在
宅
部
合
同
研
修
会「
看
取
り
」開
催

細木病院

講義中の介護老人保健施設あうん高知の小松雅理副施設長
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7
月
15
～
16
日
、
か
が
わ

国
際
会
議
場
と
サ
ン
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
高
松
に
お
い
て
、
第

28
回
全
国
病
児
保
育
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
三
愛
病
院
の
病
児
保
育
室

所
属
の
保
育
士
と
し
て
、「
病

児
保
育
に
お
け
る
誤
薬
防
止

へ
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
院
の
病
児
保
育
室
「
愛

あ
い
ル
ー
ム
」
は
、
平
成

14
年
2
月
に
開
設
し
て
以

来
、
早
16
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
近
年
、
小
児
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、

現
在
の
病
児
保
育

で
は
、
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
病
児

保
育
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
を
話

し
合
い
、
そ
し
て

整
理
す
る
こ
と

で
、
誤
薬
防
止
に

限
ら
ず
安
全
な
保

育
看
護
の
環
境
と

体
制
を
整

備
に
つ
な

げ
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
ま

た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
や
「
ス

タ
ッ
フ
交

流
会
」「
な
ん
で
も
相
談
会
」

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
全
国

の
仲
間
と
交
流
を
深
め
、
日

頃
の
悩
み
や
疑
問
を
解
消
す

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
会
で
得
た
多

く
の
学
び
を
共
有
し
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

な
が
ら
、
今
後
も
安
心
安
全

な
病
児
保
育
を
目
指
し
て
、

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
病
児
保
育
室
保
育
士

　

千
頭
明
子
）

　

7
月
21
日
、
三
愛
病
院
に

お
い
て
、
第
23
回
院
内
研
究

会
が
開
催
さ
れ
、
高
知
市

北
部
地
域
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
い
っ
く
出
張
所
の

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
！
支
援

セ
ン
タ
ー
～
実
録
！
汗
と
涙

の
日
常
か
ら
～
」
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

い
っ
く
出
張
所
の
相
談
対

象
で
あ
る
一
宮
・
薊
野
地
域

の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
関

す
る
デ
ー
タ
や
、
昨
年
度
の

相
談
件
数
、
相
談
内
容
、
対

応
し
た
事
例
を
経
過
を
交
え

な
が
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

し
た
。
発
表
後
、「（
支
援

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
内
容
を
）

ち
ゃ
ん
と
知
ら
ん
か
っ
た
、

分
か
っ
て
良
か
っ
た
！
」「
想

像
以
上
に
大
変
な
仕
事
。
在

宅
の
実
態
の
一
部
が
分
か
っ

て
、
入
院
中
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
、

皆
さ
ん
に
仕
事
内
容
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と

実
感
を
得
ま
し
た
。

　

い
っ
く
出
張
所
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
、「
一
宮
・
薊

野
地
域
皆
様
の
相
談
窓

口
」と
し
て
、地
域
で
困
っ

て
い
る
方
や
気
に
な
る
方

が
い
れ
ば
、
少
し
で
も
解

決
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
高
知
市
北
部
地
域

 

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

 

い
っ
く
出
張
所

　

池
内
智
子
）

第
23
回
院
内
研
究
会
開
催

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ
く
出
張
所
が
優
秀
賞
！

三愛病院

第
28
回
全
国
病
児
保
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　  

in
か
が
わ
で
研
究
発
表

三愛病院

テーマ  発表者

三愛病院における
医師事務作業補助者の役割

看護部長室
入交菜央

査定ＺＥＲＯ
～医事課の挑戦～

医事課
籠尾和花

これからの退院支援
～当院の取り組みについて～

医療相談室
澤田恵里

知ってください！ 支援センター
～実録！ 汗と涙の日常から～

高知市北部地域
高齢者支援センター

いっく出張所　池内智子

いつもそばに、手指衛生Part2 愛1病棟
夕部弥生

「臨床美術」と出会って デイサービスいろは
大野裕美

病児保育における
誤薬防止への取り組み

病児保育室愛あいルーム
千頭明子

当院の高知県糖尿病療養指導士
（ＣＤＥ高知）に対する意識調査

外来
濱名郁里
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来
年
度
よ
り
、
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
が
院
内
全
面
禁
煙

化
す
る
こ
と
に
向
け
て
、
デ

イ
ケ
ア
フ
レ
ン
ズ
で
は
、
利

用
者
さ
ん
に
『
タ
バ
コ
と
の

付
き
合
い
方
』
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　

禁
煙
を
す
る
こ
と
で
ど
ん

な
良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
、

タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な

い
人
も
一
緒
に
考
え
て
も
ら

い
、
タ
バ
コ
を
や
め
て
得
ら

れ
る
身
体
へ
の
良
い
影
響
、

禁
煙
す
る
た
め
に
で
き
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
島
事
務
部
長
か
ら

禁
煙
成
功
の
体
験
談
も
紹
介

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
よ
り
禁
煙
に
つ

い
て
意
識
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
、
利
用
者
さ
ん
の
小

野
寺
雄
一
さ
ん
に
、
禁
煙
ポ

ス
タ
ー
と
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ

ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
絵
の
中
の
女
の
子
が

タ
バ
コ
を
吸
う
お
じ
い
さ
ん

の
健
康
を
心
配
し
て
涙
を
流

し
て
い
る
」
と
い
う
深
い

テ
ー
マ
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
バ
ッ
ジ
は
、「
タ
バ
コ

は
良
く
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
禁
煙
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

活
動
す
る
予
定
で
す
。

一
人
よ
り
も
皆
で
取
り
組
め

ば
、
禁
煙
す
る
こ
と
へ
の
気

持
ち
を
シ
ェ
ア
で
き
た
り
、

励
み
に
な
っ
た
り
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

き
っ
か
け
に
、
少
し
で
も
多

く
の
人
が
禁
煙
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

（
認
定
心
理
士　

黒
岩
恵
子
） 　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用

し
て
い
る
方
、
内
部
障
害
や

難
病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方

な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
い
方
が
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
々
が
、
周

囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ

と
で
、
援
助
が
得
や
す
く
な

る
よ
う
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク

が
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
で
す
。

平
成
24
年
に
東
京
都
が
導
入

し
た
こ
と
を
契
機
に
、
全
国

20
の
都
道
府
県
で
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
知
県
で
も
、

今
年
の
7
月
20
日
か
ら
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
カ
ー

ド
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
入
れ
て
携

帯
す
る
こ
と
で
周
囲
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
た

方
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
必

要
な
配
慮
や
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
ま
た
は
各
県
市
町
村
の

担
当
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
細
木
病
院
地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
患
者
サ
ポ
ー
ト
室

　

下
川
瑠
奈
）

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬

♬

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内
　音楽には人の心を癒し元気づける力があります。音楽療
法は、音楽の持つ力を活用しながら、心身の健康維持・増進、
生活の質の向上を促進する療法です。

　細木ユニティ病院では、月2回ほど、Ｓ館 6階で音楽療法コンサー
トを開催しています。 
　無料で公開していますので、一 般の方もお気軽にお越しくださ
い。
　＊駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。

秋
の
深
ま
る
午
後
、美
し
い
音

色
の
楽
器
3
つ
で
、し
っ
と
り
心

地
よ
い
音
、ジ
ャ
ズ
な
ら
で
は
の

わ
く
わ
く
す
る
音
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
名
は
、ペ
ル
ー
の
リ
ズ
ム
Ｗ
Ａ
Ｙ

Ｎ
Ｏ（
ワ
イ
ノ
）の
こ
と
で
、英
語
読
み
で
ウ

エ
イ
ノ
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。南
米
ア
ン
デ

ス
地
方
の
民
謡（
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行

く
、花
祭
り
な
ど
）や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
ラ

テ
ン
や
ジ
ャ
ズ
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
演

奏
し
て
い
ま
す
。

第
407
回
◇ 

ア
ン
デ
ス
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

　
10
月
26
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　
出
演
：
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｏ（
ウ
エ
イ
ノ
）

第
406
回
◇ 

小
島
の
り
子
ジ
ャ
ズ
・
フ
ル
ー
ト
・
ト
リ
オ

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
10
月
12
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　
出
演
：
小
島
の
り
子
（
フ
ル
ー
ト
）

　
　
　
　
天
野
丘
（
ギ
タ
ー
）

　
　
　
　
澁
谷
盛
良
（
ベ
ー
ス
）

ハロー★フレンズ
～細木ユニティ病院 精神科デイケア･フレンズ通信～

ハロー★フレンズ
～細木ユニティ病院 精神科デイケア･フレンズ通信～

禁煙始めませんか？禁煙始めませんか？

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

助け合いのしるし
　　　『ヘルプマーク』

禁煙バッジのデザイン

豊島事務部長（左）と小野寺雄一さん

おじいさんの副流煙を浴びる孫と、
おじいさんがタバコで健康を損ねる
ことを心配して涙を流す孫
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じんせい平成30年9月号

第65回よさこい祭り　細木病院グループよさこい踊り子隊　7年連続17回目出場
『Unite 結束』 地域とともに、地域のために、いつも心に愛を！

仁生会のホームページをリニューアルしました！
https://www.jinseikai.kochi.jp/



じ
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成
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年
9
月
号
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No.
３
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）

発
行
人
　
細
木
秀
美

発
行
所
　
高
知
市
大
膳
町
３７
　
☎（
０
８
８
）８
２
２･

７
２
１
１

印
　
刷
　
株
式
会
社
高
知
新
聞
総
合
印
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